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国立大学法人京都工芸繊維大学有期雇用職員介護休業規則 

平成１７年３月１０日制定 

最終改正 平成２８９年１２ 月１５ 日 

第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人京都工芸繊維大学（以下「本学」という。）に期間を定め

て雇用される職員（国立大学法人京都工芸繊維大学職員就業規則（平成１６年４月１日制定）

の適用を受ける職員を除く。以下「職員」という。）の介護休業等に関し必要な事項を定め

るものとする。 

２ 職員の介護休業等に関しこの規則に定めがない事項については、育児休業、介護休業等育

児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律（平成３年法律第７６号。以下「法」とい

う。）その他の関係法令等の定めるところによる。 

（定義） 

第２条 この規則において「介護休業」とは、職員が負傷、疾病又は身体上若しくは精神上の

障害により、２週間以上にわたり常時介護を必要とする状態（以下「要介護状態」という。）

にある対象家族を介護するためにする休業をいう。 

２ 前項の対象家族とは、次に掲げる者をいう。 

 (1) 配偶者（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。以

下同じ。） 

 (2) 父母 

 (3)  子 

 (4)  配偶者の父母 

 (5)  祖父母、兄弟姉妹及び孫 

３ この規則において「介護部分休業」とは、職員が第１項に規定する対象家族を介護するた

め、正規の勤務時間の始め又は終わりにおいて、１日を通じて２時間の範囲内で、職員が行

う介護の状態から必要とされる時間について、１時間単位でする休業をいう。 

第２章 介護休業 

  （介護休業の申出） 

第３条 要介護状態にある対象家族を介護する職員のうち次の各号のいずれにも該当するもの

は、この規則に定めるところにより介護休業をすることができる。 

 (1) 本学に引き続き雇用された期間が１年以上である者 

 (2) 介護休業開始予定日から起算して９３日を経過する日から６月を経過する日までに、そ

の雇用契約（雇用契約が更新される場合にあっては、更新後のもの）が満了することが明

らかでない者 

２ 介護休業をしようとする職員は、介護休業開始予定日及び介護休業終了予定日を明らかに

して、当該介護休業開始予定日の２週間前までに所定の手続きにより学長に申し出るものと

する。 

資料9



- 2 - 

３ 介護休業中の職員はが、雇用契約を更新する際、引き続き休業することを希望する場合に

ときは、再度学長に申し出るものとする。 

 （介護休業期間） 

第４条 介護休業の期間は、雇用期間が満了する日を限度として、対象家族１人につき、通算

して９３日の範囲内の期間とする。 

２ 前条第２項に規定する申出が同項の期限より遅れた場合においては、学長は、法第１２条

第３項の規定により介護休業開始予定日の指定を行うことがある。 

 （介護休業の終了） 

第５条 次の各号のいずれかの事由が生じた場合には、介護休業は終了するものとし、その終

了日は当該各号に掲げる日とする。 

 (1) 対象家族の死亡等により、当該介護休業に係る介護をしなくなったとき 当該事由が発

生した日 

 (2) 産前産後の特別休暇、育児休業又は新たな介護休業が始まったとき 当該休暇等の開始

日の前日 

２ 前項第１号に該当することとなった職員は、速やかに学長に届け出なければならない。 

 （介護休業の回数） 

第６条 介護休業は、対象家族１人につき、３回を上限とする。 

２ 第３条第３項の規定による申出によりする介護休業は、前項に規定する回数に含めないも

のとする。 

 （介護休業終了予定日の変更） 

第７条 介護休業の申出をした職員は、介護休業終了予定日の２週間前までに所定の手続きを

することにより、１回に限り介護休業終了予定日の繰り下げ変更をすることができる。この

場合において、介護休業を開始した日から変更後の介護休業終了予定日までの期間は、第４

条に規定する介護休業期間を超えることができない。 

２ 介護休業の申出をした職員は、介護休業終了予定日の繰り上げ変更を希望する場合は、終

了しようとする日の２週間前までに所定の手続きにより申し出るものとする。 

 （介護休業中の身分等） 

第８条 介護休業をしている職員は、職員としての身分を保有するが、職務に従事しない。 

 （介護休業中の給与等） 

第９条 介護休業をしている期間については、給与を支給しない。 

２ 職員が介護休業期間について負担すべき社会保険料その他の費用は、所定の期限までに持

参又は送金して本学に支払わなければならない。 

 （職務復帰） 

第１０条 職員は、介護休業期間が満了したとき又は第５条第１項第１号に該当し介護休業が

終了した場合には、介護休業終了日の翌日から職務に復帰するものとする。 

 （介護休業申出の撤回等） 

第１１条 介護休業の申出をした職員は、介護休業開始予定日の前日までに、所定の手続きに

より、介護休業の申出を撤回することができる。 

２ 介護休業の申出がなされた後、介護休業開始予定日とされた日の前日までに、対象家族の

死亡等の事由により対象家族を介護しないこととなった場合には、当該介護休業の申出は、
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なされなかったものとみなす。 

３ 前項に該当することとなった職員は、速やかに学長に届け出なければならない。 

   第３章 介護部分休業 

 （介護部分休業の申出） 

第１２条 介護部分休業をしようとする職員は、介護部分休業を開始しようとする日の１週間

前までに、所定の手続きにより学長に申し出るものとする。 

２ 前項の申出は、できるだけ必要な期間を包括して申し出なければならない。 

 （介護部分休業期間） 

第１３条 介護部分休業ができる期間は、雇用期間が満了する日を限度として、対象家族１人

につき、介護部分休業の開始の日から３年の範囲内の期間とする。 

２ 介護部分休業は、前項の介護部分休業ができる期間において、複数回申し出ることができ

る。 

 （休暇との関係） 

第１４条 職員は、介護部分休業の前後において、引き続いて年次休暇、病気休暇又は特別休

暇を請求する場合には、所定の手続きにより介護部分休業の取消しをすることができる。 

 （介護部分休業中の給与） 

第１５条 介護部分休業をしている時間については、その勤務しない１時間につき、規則に規

定する勤務１時間あたりの給与額を減額する。 

 （準用規定） 

第１６条 第５条及び第１１条の規定は、介護部分休業について準用する。 

   附 則 

 この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は、平成２２年６月３０日から施行する。 

   附 則 

 この規則は、平成２９年１月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は、平成２９年１０月１日から施行する。 

 




